
『茶極早生品種「しゅんたろう」』による産地ブランド化への取組

【全体概要】

産地ブランド発掘事業
取組概要

（H26～H27 ）

新品種・新技術等の概要 コンソーシアム候補の体制図

＝鹿児島県＝

主な取組内容

実績と今後の展開

○品種名：「しゅんたろう」（茶極早生茶品種）
○開発者：（独）農業・食品産業技術総合研究機構野菜茶業研究所
○開発年：2011年
○普及状況：「しゅんたろう」は極早生品種であり，耐寒性が弱いため寒
冷地での栽培には適さず，温暖地での栽培が望まれる。鹿児島県内でもほ
ぼ種子島のみで栽培されているが，現時点では植栽面積は130aと少なく，
ほとんどが育成中（幼木）である。

○品種特性の把握（品種特性調査）
○品種・技術の実需者ニーズ等適応性試験

・仕上げ茶加工適性試験の実施（香気成分等の分析）
○栽培・技術マニュアル（情報誌）の作成
○産地・実需者の発掘調査（既植栽生産者の栽培管理状況調査）
○産地ブランド候補の選定

・生産技術選定検討会の開催
○コンソーシアム候補形成活動

・産地へ「しゅんたろう」の栽培技術，加工技術について情報提供
・実需者へ「しゅんたろう」の品種特性について情報提供
・産地，実需者，その他関係者による「しゅんたろう」の総合評価及び

今後の方向性について情報交換・共有

近年の荒茶価格の低迷に伴い，鹿児島県種子島地域では他産地と差別化した販売戦略の構築を目指しており，特に他産地では栽培困難な極早生品種の活用
を検討している。そこで，本事業では，種子島の温暖な気候を活かすことのできる新極早生品種「しゅんたろう」について生産技術を確立し，さらに実需者
との連携を強化しながら付加価値の高い商品開発を行い，生産者の所得向上を図る。

平成26年度から平成27年度の２年間にかけて，新極早生品種茶「しゅ
んたろう」について，種子島の温暖な気候を活かし，品種特性を発揮でき
るよう，産地や試験研究機関と連携しながら生産技術の検討を進めた。

また，仕上げ茶（ブレンド茶）としての適性を検討した結果，消費者か
ら「香りが良い」「さっぱりしておいしい」「甘くのどごしが良い」など
高い評価を受けた。

このように，「香りの良さ」等の品種特性を発揮できる栽培技術を検討
し，産地・実需者をはじめとする関係者と産地ブランド化に向けて協議す
るなど，コンソーシアム候補の形成を図ることにより，「強み」のある産
地形成に取り組んだ。

今後も引き続き，実需者から期待されている「香りの良さ」等の品種特
性を発揮できるよう，栽培管理等の高位平準化や製造技術の検討を行うと
ともに，販路拡大についても検討し，収益性の向上を図り，産地ブランド
化に取り組む。
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